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１	 はじめに
　近年、授業改善が方法論に偏り、「どのような

活動を取り入れるか」が目的化する授業が散見さ

れる。本来の「主体的・対話的で深い学び」は、

子どもが自ら問いを立て、社会科の見方・考え方

を通して他者と考えを交わし、自分の価値観を更

新し続ける学びにこそ、その本質があると考える。

AL（アクティブラーニング）の目指すところも、

形式的な活動や方法の導入ではなく、教科ならで

はの学びを通じて「主体的な学び手＝アクティブ・

ラーナー」を育むことにある。本授業では、歴史

を“過去の出来事の暗記”として捉えるのではなく、

当時の人々が直面した選択や葛藤に触れながら、

自ら社会の在り方を構想しようとする学びをつく

ることを目指す。

２	 単元構成と授業のねらい
　本単元では、近代国家として歩み始めた明治日

本が国際情勢の変動の中でどのように針路を模索

したのかを捉えることを目指した。子どもたちは、

当時の日本が直面した課題を多面的に理解し、国

家としてどのような判断が求められたのかに目を

向けていく。その際、中江兆民『三酔人経綸問答』

に登場する三人（紳士君・豪傑君・南海先生）が

示す国家像は、明治日本が模索した針路を象徴的

に示す教材（『社会科 中学生の歴史』（以下、教

科書）p.204～205）として適している。歴史を

暗記するのではなく、限られた条件下で意思決定

した人々の視点に触れ、自分の考えで国の在り方

を検討する学びへとつなげたい。こうした学習を

通して、歴史的事象を構造的に捉え、根拠を持っ

て考えを形成する力や、社会の課題を自分事とし

て向き合う姿勢を育むことをねらいとした。

３	 授業展開
（１）第１時 問いを共有する／見通しを持つ
　単元の導入では、子どもたちと共にこれまで学

習してきた明治政府の近代国家への歩みを確認し

つつ、「明治政府の予算編成員の一人として、日

本の行く道を決めよう」というパフォーマンス課

題（問い）を提示する。限られた予算（１億円）

を「教育」「産業経済」「軍事力」「外交」の四分

野に配分し、総理大臣に提案する役割を通して、

生徒には国家の未来を自ら考える必要性を実感さ

せたい。課題解決を進める中で、当時の日本が置

かれた立場や制約を理解するには、19世紀後半

「主体的な学び手」を育む、歴史的分野の授業づくり
─『三酔人経綸問答』熱き三人の論争が描く国づくりの未来図─
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表　単元構想

【単元を貫く問い】明治政府の予算編成員の一
人として、日本の行く道を決めよう。

時 学習内容 学習課題

１ パフォーマンス課題の
提示／明治期の世界情
勢を把握する。

当時の世界はどのよう
な状況だったのだろう
か。

２ 『三酔人経綸問答』か
ら、三者の主張を比較
する。

世界情勢を踏まえ、紳
士君・豪傑君・南海先
生のうち、誰の考えを
採用すべきだろうか。

３ 日本の行く道を構想し、
予算案（１億円）を作
成する。

近代国家を目指す上で、
予算を四分野にどう配
分すべきだろうか。

４ 作成した予算案を総理
大臣（授業者）に提案
する。

多面的な視点から考え
を説明し、妥当性の高
い予算を提案できるか。
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の世界情勢や列強の動きが重要であることに自然

に気づき、資料（図１）を基に多面的に課題を把

握していく。

（２）第２時 問いの解決に向けて視点を得る
　次に、中江兆民『三酔人経綸問答』に登場する

紳士君・豪傑君・南海先生の主張（図２）を比較

し、それぞれが描く国家像の特徴を読み取る。三

者の主張を検討することで、明治政府が取り得た

多様な選択肢を多面的に理解し、国家方針を考え

る際の観点を整理していく。

（３）第３時 問いに対して自分の考えをつくる
　続いて、子どもたちは、明治政府の予算編成に

携わる立場となり、「教育」「産業経済」「軍事力」

「外交」の四分野に予算をどのように配分するか

を検討する。世界情勢や三者の国家像、そして当

時の政府の歩みを踏まえながら、限られた予算の

中で優先順位をつけて思考を深めていく。

図２　『社会科　中学生の歴史』p.204
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　その後の歴
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し

がどうなるか、当時の人々には分かりません。結果を知っている私
わたし

たちが歴史を考える際
さい

には、現
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在
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表現しよう整理しよう 考えよう①三人の主
しゅ
張
ちょう
を左の表にまとめてみよう。

②三人の意見は「アジアの立場寄
よ
りか欧

おう
米
べい
の立場寄りか」「武

ぶ
力
りょく
放
ほう
棄
き
か武力重

じゅう
視
し
か」という観点から見ると、

●あ～●うのどの立場にいるだろうか。①を参考に書き込
こ
んでみよう。
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張
ちょう
への批

ひ
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を書いてみよう。また、その意見は当時

の視
し
点
てん
（過

か
去
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の立場）に立ったものか、現

げん
在
ざい
の視点に立ったも

のかも考えて書こう。 ④�グループになり、当時の視
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に立った場

合、あなたは紳
しん
士
し
君、豪
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もないほかの立場をとるか、グループの
人に説明しよう。
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めい
治
じ
20 年）に中

なか
江
え
兆
ちょう
民
みん
（→ p.201）によって書かれました。この物語では、三人の登場人物、

紳
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君、豪
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君、南

なん
海
かい
先生がそれぞれの意見をぶつけ、日本の行く末について議

ぎ
論
ろん
しています。以下の会話では、「これから日

本はどのように他国とつきあうべきか」についてが議題となっています。

資料 当時の世界各地の様子
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はかつてインド洋を航
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行
こう
して、ポートサイド（エジプト）やサイゴン

（ベトナム）などの港に上がってぶらぶらしていた。するとイギリス、フラ
ンスの人々が、トルコ人やインド人を犬や豚

ぶた
のように無礼に扱

あつか
う様子を見

かけた。少しでもかなわないことがあれば、杖
つえ
で打ち、あるいは足を上げ

て蹴
け
るのだが、これを見ている人は、何も不思議に思わない。…そもそも

ヨーロッパ人はみずから文明と称
しょう
しながら、こうしたことをするのは、ど

ういうことなのだろうか。� 〔『外交論』より、一部要約〕
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度
ど

なので、後に世界中の国がこの制度をとるに違
ちが

いありません。ヨーロッ
パの国々もまだ十分な文明国ではないのです。
　軍隊はすべてなくすべきです。敵
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国
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するべきだ。そうすれば、われわれはヨーロッパ諸国のような大国になれる。
　国内の政
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や制
せい

度
ど

をよくするためには、これを妨
さまた

げる古い考えの人を戦争に送ってしまう必要がある。
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するのには不十分だけれども、自分たちを守るには十分なのです。
　ヨーロッパの国々は力が釣
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↑　眠
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る清
しん

を狙
ねら

う国々　アヘン戦争に敗北した清は、それ以後、
欧
おう
米
べい
諸
しょ
国
こく
の進出を受けるようになりました。この絵では、ロシア

とイギリスを中心に、各国が清を狙
ねら
っています。
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←　アフリカの分
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国
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の取り決め　アフリカで
は、ヨーロッパによる植民地化
が進み、最初に占

せん
領
りょう
した国がそ

の国を統
とう
治
ち
できるという取り決

めも、欧米諸国の間で交
か
わされ

ました。これ以後、アフリカの
分割は加速し、領

りょう
有
ゆう
をめぐる争

いも起こりました（→p.173C2、
p.206）。
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↑　19世
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後半の主な出来事3
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1857
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1876
1877

1881

1884
1886
1887

インド大反乱が起こる（→p.174）

アメリカで南北戦争が始まる（→p.170）

ドイツ帝国が成立する（→p.171）

フランス領インドシナ連邦ができる
れんぽう

アヘン戦争に敗北した清が南京条約
を結ぶ（→p.177）

しん ナンキン

ぶんかつ

アフリカの分割に関する会議が行われる

イギリス、インドを植民地化する
（→p.174）

し さついわくら だん
岩倉使節団が視察に出発する（→p.194）

カンファ ド
江華島事件が起こる（→p.195）
にっちょう しゅう こう

日朝修好条規が結ばれる（→p.195）

1890 年に国会を開設することが
約束される（→p.201）

ノルマントン号事件が起こる（→p.207）

『三酔人経綸問答』が発刊される

日本の動き 世界の動き
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　その後、日本は、誰
だれ
に近い

立場を選
せん
択
たく
し、世界のなかで

どうなっていくのか、学習を
進めて見ていこう。
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（４）第４時 自分の考えを表現する
　単元のまとめとして、子どもたちは自身が構想

した予算案を「国の未来を決める提案」として総

理大臣に提案する形式（図３）で発表する。その

際に、「なぜ、その配分としたのか」「誰の国家像

を参考にしたのかとその理由」「どのような日本

の未来を描いたのか」を根拠と共に説明する。こ

れにより、歴史的事象を当時の人々の立場から考

え、自ら判断して提案する主体的な学びへとつな

げる。

　以下は、実際の授業での発表資料の一部である。

４	 おわりに
　子どもたちは『三酔人経綸問答』を手がかりに、

明治政府の意思決定の背景や制約を考察し、限ら

れた予算の中で国家の未来を構想する活動に取り

組んだ。こうした学びにより、歴史的事象を単な

る過去ではなく、自らの判断や価値観と結び付け

て表現する姿が見られ、主体的に考える姿勢が育

まれた。本授業は、子どもたちが現代社会の課題

に向き合う力を育む契機となり、社会科教育の本

質を体現する実践となった。また、「限られた条

件下での意思決定」の場面をつくる単元構想は、

社会科の他分野の授業にも応用でき、歴史を当時

の人々の選択の過程として捉える視点が生まれ、

社会科全体を貫く重要な学びの可能性を持つ。

図１『社会科 中学生の歴史』p.205
「1眠る清を狙う国々」〈写真提供：ユニフォトプレス〉

図3　生徒の発表（一部を抜粋）

列強は帝国主義で植民地を広げ、産業のための市
場を求めている。だから、軍事力は産業とも関わ
り、軍事力を強めることが経済の発展につながる
と思う。だから、日本も産業発展のために軍事力
に予算を割くべきだ。
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ヨーロッパ人はみずから文明と称
しょう
しながら、こうしたことをするのは、ど

ういうことなのだろうか。� 〔『外交論』より、一部要約〕

中
なか

江
え

兆
ちょう

民
みん

が見たアジアのヨーロッパ人

対話

　共
きょう

和
わ

政
せい

（→p.162）は、最もよい制
せい

度
ど

なので、後に世界中の国がこの制度をとるに違
ちが

いありません。ヨーロッ
パの国々もまだ十分な文明国ではないのです。
　軍隊はすべてなくすべきです。敵

てき

国
こく

が攻
せ

めてきても、軍隊で相手を倒
たお

したとしたら、やっぱり悪いこ
とです。
　富

ふ

国
こく

強
きょう

兵
へい

（→p.188）を目指してもうまくいく望みが薄
うす

いので、この共和政を実
じつ

現
げん

して、ヨーロッパの先
をいき、強国も侵

しん

略
りゃく

することができない国にしましょう。

　欧
おう

米
べい

諸
しょ

国
こく

は、軍
ぐん

拡
かく

競争に熱心なので、ひとたび破
は

裂
れつ

すれば、アジアまで戦争に巻
ま

き込
こ

まれることにな
るだろう。
　資

し

源
げん

があるけれども弱い国があるのならば、さっさと出かけて行って、その一部でもわが国のものに
するべきだ。そうすれば、われわれはヨーロッパ諸国のような大国になれる。
　国内の政

せい

治
じ

や制
せい

度
ど

をよくするためには、これを妨
さまた

げる古い考えの人を戦争に送ってしまう必要がある。

　わがアジア諸
しょ

国
こく

の兵隊は、侵
しん

略
りゃく

するのには不十分だけれども、自分たちを守るには十分なのです。
　ヨーロッパの国々は力が釣

つ

り合っているので、国
こく

際
さい

法（→p.195）を守らなくてはやっていけない。
その国際法によって、弱小国も守られています。
　もし、侵

しん

略
りゃく

されそうなアジアの国があるのならば、互
たが

いに同
どう

盟
めい

して兄弟国になり、助け合って、
それぞれの危

き

機
き

から逃
のが

れるべきです。

紳
しん
士
し
君

豪
ごう
傑
けつ
君

南
なん
海
かい
先生

主張 その根拠

紳士君

豪傑君

南海先生

アジア

●う

欧米

武力重視

武力放棄
●い

●あ（　　　　　）

（　　　　　）
（　　　　　）

↑　眠
ねむ

る清
しん

を狙
ねら

う国々　アヘン戦争に敗北した清は、それ以後、
欧
おう
米
べい
諸
しょ
国
こく
の進出を受けるようになりました。この絵では、ロシア

とイギリスを中心に、各国が清を狙
ねら
っています。

1

アメリカ

フランス
イギリス

ロシア

ドイツ

日本
清

←　アフリカの分
ぶん

割
かつ

に関する欧
おう

米
べい

諸
しょ

国
こく

の取り決め　アフリカで
は、ヨーロッパによる植民地化
が進み、最初に占

せん
領
りょう
した国がそ

の国を統
とう
治
ち
できるという取り決

めも、欧米諸国の間で交
か
わされ

ました。これ以後、アフリカの
分割は加速し、領

りょう
有
ゆう
をめぐる争

いも起こりました（→p.173C2、
p.206）。

2

↑　19世
せい

紀
き

後半の主な出来事3

1842

1857
1861

1871

1875

1876
1877

1881

1884
1886
1887

インド大反乱が起こる（→p.174）

アメリカで南北戦争が始まる（→p.170）

ドイツ帝国が成立する（→p.171）

フランス領インドシナ連邦ができる
れんぽう

アヘン戦争に敗北した清が南京条約
を結ぶ（→p.177）

しん ナンキン

ぶんかつ

アフリカの分割に関する会議が行われる

イギリス、インドを植民地化する
（→p.174）

し さついわくら だん
岩倉使節団が視察に出発する（→p.194）

カンファ ド
江華島事件が起こる（→p.195）
にっちょう しゅう こう

日朝修好条規が結ばれる（→p.195）

1890 年に国会を開設することが
約束される（→p.201）

ノルマントン号事件が起こる（→p.207）

『三酔人経綸問答』が発刊される

日本の動き 世界の動き

22

　その後、日本は、誰
だれ
に近い

立場を選
せん
択
たく
し、世界のなかで

どうなっていくのか、学習を
進めて見ていこう。
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